
CGIパラメータ仕様

メールフォームに指定できるパラメータは以下のとおりです。

1.text属性で指定するパラメータ

パラメータ名 指定するもの 説明

name 送信者の名前を入力するテキスト

ボックスのname属性

送信されたメールの本文に

[name]
XXXXXXXXXX
と記載されてメールが送信されます。

email 送信者のメールアドレスを入力す

る、テキストボックスのname属性

送信されたメールの本文に

[email]
XXXXXXXXXX
と記載されてメールが送信されます。

入力がない場合は、本文に"指定なし"と記載されます。

subject メールのサブジェクトを入力す

る、テキストボックスのname属性

送信されたメールヘッダーのsubjectに入ります。

message メール本文を記述するテキストエ

リアのname属性

送信されたメール本文に

[message]
XXXXXXXXXX
と記載されてメールが送信されます。

2.hidden属性で指定するパラメータ

パラメータ名 指定するもの 説明

mail_to 宛先メールアドレス 宛先メールアドレスを指定します。

メールフォーム設定のいずれかの宛先メールアドレス番

号にmail_toで指定したメールアドレスの設定が必要で

す。

mail_to_idと同時に指定された場合は、mail_to_idが優先

されます。

※mail_to_idまたはmail_toのいずれかは必須項目です。

mail_to_id 宛先メールアドレスの登録番号 宛先メールアドレスの登録番号を指定します。(複数の登

録番号は指定できません)

mail_to_idと同時に指定された場合は、mail_to_idが優先

されます。

※mail_to_idまたはmail_toのいずれかは必須項目です。

※本パラメータは2009/9/1以降有効となります。

from 送信元メールアドレス 送信元のメールアドレスを指定します。

※本パラメータは2009/9/1以降有効となります。

url URL メール送信終了時に表示するページを指定します。

省略することはできません。

必ず、http://から始まる形で記述してください。

def_subject 送信するメールの件名 メール送信フォームで送信者がメールの件名を省略した場合

に送信されるメールの件名（subject）に自動的に挿入され

る文字例です。省略可能です。

subject_tag 送信するメールの件名の先頭に追

加する文字列

送信されるメールの件名（saubject）の先頭に固定文字例を

挿入することができます。省略可能です。



3.パラメータの制限事項

パラメータ名 制限の内容

name 指定できる文字列は半角にて110文字以内です。

subject 指定できる文字列は半角にて110文字以内です。

email 指定できる文字列は半角にて280文字以内です。

message 指定できる文字列は半角にて880文字以内です。

mail_to
mail_to_id

mail_toとmail_to_idのどちらかが定義されていること。

mail_toの場合、メールアドレスの書式が正しいこと。

mail_to_idの場合、送信許可メールアドレスの登録番号にメールアドレスが設定されているこ

と。

url お客さまのホームページ配下のファイルのみ指定できます。
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